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2 2 4 1 2 2 【役割分担】 

2 1 2 1 1 1 ・発炎筒、交通監視員（テーパー部） 

2 2 4 1 2 2 ・作業員（矢印板微調整、その他機材設置） 

2 2 4 1 2 2 ・運転手（ロボアロー操作）

2 2 4 1 2 2

2 2 4 1 1 1

1 2 2 1 1 1 ◆矢印板格納時の向き

2 2 4 1 2 2 ・路肩規制時（左向き）

2 2 4 1 1 1 ・走行規制時（左向き）

1 2 2 1 1 1 ・追越規制時（右向き）

2 2 4 1 2 2 ・6ヶ月に一度、シャッターレールにシリコンスプレーを塗布する

2 1 2 1 1 1 ・各センサーに汚れ異物の付着が無いか確認する、ひどい汚れやごみは、ウエス等で拭いて除去する

0 0

3 3 9 1 2 2

2 3 6 1 1 1

2 3 6 1 1 1

2 3 6 1 2 2

0 0

1 1 1 1 1 1 ・交通量が多くテーパー設置まで時間を要する場合（15分以上）は、現場から当番へ一報を入れ、

1 1 1 1 1 1 　一旦離脱するか否かの判断を仰ぐ

2 2 4 1 1 1

2 2 4 1 1 1

2 2 4 1 1 1 ・走行規制時（左側のシャッター） ・追越規制時（右側のシャッター） ・車道側は開けない

2 2 4 1 1 1

2 2 4 1 1 1 ・矢印板用のリモコン（リチウム電池CR2032）は非防水。雨天時に使用する際は十分注意

2 2 4 1 2 2 ・手持ち部分端部を軽く踏み潰す事を基本とする。（2名で行う）

2 2 4 1 2 2 ・上流監視は下流の作業者を目視確認できる位置にて行う

2 2 4 1 2 2 ・速度2km/ｈを目安に走行して、矢印板を設置する、5km/hを超過しない

2 2 4 1 2 2 ・ロボアローアームの旋回範囲（車両後方より1.5m以内）に近づかない

2 2 4 1 2 2 ・ロボアロー動作中は荷台室内で作業はしない

2 2 4 2 1 2 ・予告矢板3枚（10ｍピッチ）、テーパー矢板16枚（20ｍピッチ）　合計19枚設置する（車線規制時）

2 2 4 2 1 2 ・テーパー矢板3～4枚（20ｍピッチ）　設置する（路肩規制時）

2 2 4 1 2 2 ・最後の矢印板を設置後、2ｍほど車両を前進させ、操作パネルの「装置終了」にタッチする

2 2 4 2 1 2 ・LED標識装置は上げたままにしておく（視認性確保のため）

2 2 4 2 1 2

2 2 4 2 1 2 ・監視員による発炎筒の鎮火目視確認を徹底する

No.405-2
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2 2 4 1 1 1 ・周囲に回収忘れ物がないか十分に確認する。

2 2 4 1 1 1

2 2 4 1 2 2 ・手持ち部分端部を軽く踏み潰す事を基本とする。（2名で行う）

2 3 6 1 2 2 ・上流監視は下流の作業者を目視確認できる位置にて行う

2 3 6 1 1 1

2 2 4 1 2 2

2 2 4 1 2 2 ・速度2～3km/ｈを目安に走行して、矢印板を回収する、5km/hを超過しない

2 2 4 1 2 2

2 2 4 1 2 2 ・非常停止ボタンを操作後、荷台室内にある操作ボックスを使い復帰操作を行う

2 2 4 1 2 2 ・測域センサー検知範囲（後方3.0m 幅2.0m)

2 1 2 1 1 1

2 2 4 1 2 2

2 2 4 1 2 2

残り火による火災の発生 2 2 4 1 2 2

回収時に一般車に轢かれる 2 3 6 1 2 2

1 3 3 1 1 1

2 2 4 2 1 2

1 2 2 1 1 1

2 2 4 1 1 1

2 2 4 1 1 1

1 3 3 1 1 1 【機械装置故障時の連絡先（日中）】

0 0 ・製造元：新明工業株式会社

0 ・TEL0565-51-6888

1 3 3 1 1 1

1 1 1 1 1 1 【万一の事故ロードサービスが必要な場合（24時間365日）】

2 3 6 1 1 1 ・バッテリー上がり、パンク、カギの閉じ込み、事故など

2 3 6 1 1 1 ・レッカーが必要な場合

2 3 6 1 1 1 ・株式会社イチネン

0 0 ・TEL0120-507-119

0 0 連絡時に車番（豊田　800さ　4739）

0 0 またはID番号　M4236451　を伝える

0 0 【セーフティーバイブル】

0 0 ・規制編【RE-01】協議書

0 0 ・規制編【RE-04】からまんでーW、レッドホーンW

0 0 ・規制編【RE-05】しらすんだー

0 0 ・規制編【RE-21】ウルトラアイ

0 0

5 基地帰着、車両の駐車 周囲の構造物に接触する 誘導者を必ず配置し、早めに合図をする 作業員

4 　　　〃 前方不注意による追突事故 車間距離を十分にとり余裕のある運転をする 運転手・作業員

3 　　　〃 人身、物損事故 ながら運転の禁止、連絡は助手が行う 運転手・作業員

2 車両の回送を行う 回転灯、警告灯の消し忘れ 指差呼称により消灯を確認する 運転手・作業員

回送移動 1 車両へ乗車する 通行車両に轢かれる 助手席から乗車する 運転手・作業員

回送中に開かないようにする為

15 左側、又は右側のシャッターを閉じる 回送中にシャッターが開いてしまう シャッターを閉じたあと鍵をかける 運転手・作業員

14 コンベアピンを走行位置にセットする 保護具未装着によるケガ 保護手袋の着用、コンベアピンの「消灯」を確認する 運転手・作業員

13 矢印板のメインスイッチを「OFF」にする 荷台室内で頭部など接触によるケガ ヘルメット、保護具の装着を徹底する 作業員

12 発電機を停止する 標識が下がらなくなる 標識装置の下降が完了してから発電機を停止をする 運転手

11 後面パネルを閉じる 後面パネルと車両に指を挟む 周囲をよく確認し取っ手を持って閉じる 作業員

10 LED標識装置を下降させる 手や頭を挟む LED標識装置の下に何も無いことを確認してから下降させる 作業員

9
発炎筒の鎮火の確認、または回収をする 監視員による鎮火の目視確認 監視員

　　　〃 監視員と作業員により回収を行う（交通量が多いときは回収しない） 作業員・監視員

8 矢印板の回収完了（操作パネルの装置終了にタッチ） 周囲の構造物に接触する 周囲の安全確認後、ハンドル切りとサイドブレーキを行う 運転手

7 残りの矢印板を回収する 通行車両に追突される 通行車両の動向に注意し危険時に退避できる体勢をとっておく 運転手・作業員

6 AVライトを回収する 固定三脚に指を挟む 慎重に標識車荷台に積込む 作業員

5 　　　〃 装置復帰ができない 測域センサー検知範囲の矢印板、障害物を外し原位置に戻す 運転手・作業員

4 　　　〃 矢印板のロスト、障害物の検出による装置の停止 矢印板、障害物を撤去し復帰操作を行う 運転手・作業員

3 　　　〃 矢印板が回収できない 車両幅より内側になるよう調整しながら後退する 運転手

2 車両を後退させ矢印板を回収する 　　　〃 周囲の安全確認をしてから車両を後退させる 運転手・作業員

矢印板の回収 1 装置起動メニューの回収ボタンを押し自動回収を開始する 周囲の構造物に接触する 周囲の安全確認をしてから設置ボタンにタッチする 運転手

5 車両後退時の誘導員の配置 車両後退時に構造物などに接触する 誘導する人員を配置し、後退誘導を行う 作業員

4 テーパー部での旗ふりの実施 通行車両が規制箇所に進入して事故になる しらすんだーですぐに危険を知らせる 監視員

3 発炎筒で仮テーパーを設置する 発炎筒が転がり火災になる 発炎筒が転がらないように措置を講ずる 作業員・監視員

運転手・作業員

2 後面パネルを開ける パネルと緩衝装置に指を挟む 取っ手を持って開閉を行う 作業員

誰　が 対策後
留 意 事 項

【 参 考 図 等 】（品質、トラブルも含む） 点検・確認

矢印板回収前準備 1 バルーン式太郎の撤去・積込を行う（車線規制時のみ） 積込時にケガをする 慎重にゆっくり行う

作 業 工 程 No 単位作業 と その主な手順

危険有害要因（予測される災害・事故） 危険要因

危 険 有 害 要 因 低 減 対 策

必要資格等 運転免許（準中型） 作業人員

その他
備考

作成者 熊谷 矢印板専用リモコン（夜間時に使用） コードリール（1台） レッドホーンW（赤色棒）、ヘッドライト（夜間時） 消火器（車両に常備）

改訂日 高輝度LED矢印板（赤）（約15ｋｇ）×20枚 AVライト（1基） からまんでーW（黄旗）、しらすんだー受信機 発煙筒

作成日 令和7年5月12日 ロボアロー（乗車定員3名） ロボアロー専用太郎（1基） ﾍﾙﾒｯﾄ、手袋、安全靴、安全ﾁｮｯｷ、高視認性作業服 高輝度LED矢印板１枚につき（単1乾電池×3本）

　（ﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄ）　　ロ ボ ア ロ ー　　作 業 手 順 書　

会社名 中日本ﾊｲｳｪｲ･ﾒﾝﾃﾅﾝｽ名古屋㈱ 主な設備、仕様機械 主な使用工具、器具 安全設備、保護具 使用材料

10 バルーン式太郎を設置する（車線規制時のみ） バルーン式太郎が突風等で倒れる 土嚢等で固定する 運転手・作業員

9 後面パネルを閉じる 後面パネルと車両に指を挟む 周囲をよく確認し取っ手を持って閉じる 作業員

8 ロボアローの設置を行う 車両量の逸脱 ハンドル切り、歯止め設置、サイドミラーを格納する 運転手・作業員

作業員

7 残りの矢印板を16枚目まで設置する（車線規制時） 通行車両に追突される 通行車両に背を向けないよう作業する 運転手・作業員

6
AVライトを矢印板5枚目に設置する（車線規制時） AVライトが突風等で倒れる 土嚢等で固定する 作業員

AVライトを矢印板2枚目に設置する（路肩規制時） 　　　〃 　　　〃

5 　　　〃 　　　〃 作業員により矢印板位置の微調整を行う 作業員

4 矢印板設置位置の調整を行う 矢印板設置のずれ 設置操作ボックスにて左右位置を調整する 運転手

3 車両を前進させ矢印板を設置する 　　　〃 周囲の安全確認をしてから車両を前進させる 運転手

2 装置起動メニューの設置ボタンを押し自動設置を開始する 周囲の構造物に接触する 周囲の安全確認をしてから設置ボタンにタッチする 運転手

矢印板の設置 1 発炎筒で仮テーパーを設置する 発炎筒が転がり火災になる 発炎筒が転がらないように措置を講ずる 作業員・監視員

7 矢印板のメインスイッチを「ON」にする LEDが表示されない 矢印板リモコン③点灯を押し点灯確認をする 作業員

6 コンベアピンを作動位置に挿し込む 保護具未装着によるケガ 保護手袋の着用、コンベアピンの点灯を確認する 作業員

5 左側、又は右側のシャッターを開ける シャッターが開かない 荷室左側又は右側のシャッターのカギを使用して開ける 作業員

4 後面パネルを開ける 後面パネルと緩衝装置に指を挟む 取っ手を持って開閉を行う 作業員

3 LED標識装置を上昇させる 構造物、樹木等に接触して損傷させる 可動範囲に構造物や樹木等が無いことを確認してから上昇させる 作業員

2 LED標識装置を点灯する 標識装置が起動しない、表示の間違え 電源ランプの確認、表示パターンの確認 作業員

矢印板設置前準備 1 発電機を始動する（車内から） 発電機が始動しない パネル上の（発電機スイッチ）を、ランプが点灯するまで押す 作業員

4 規制箇所へ停車する 後方から一般車両に追突される 早めに回転灯、警告灯、ハザードランプを点灯し注意喚起 運転手

3 　　　〃 前方不注意による追突事故 車間距離を十分にとり余裕のある運転をする 全員

2 　　　〃 運転中の携帯電話使用による事故 ながら運転の禁止、連絡は助手が行う 運転手

回送移動 1 車両の回送を行う 人身、物損事故 周囲確認をして安全運転する 運転手・助手

12 高速道路に入る前にプレート区間の確認をする プレート区間外使用、不正使用 車番、通行区間を二人以上で確認する 全員

11 　　　〃 積荷の落下の可能性がある シャッター及び扉が確実に閉まっているか確認する（施錠） 全員

10 　　　〃 コンベアピンの固定不足による矢印板の逸脱 回送時は走行位置にあるか確認する 全員

9 　　　〃 矢印板設置時に逆向き設置の可能性がある 規制に合わせて矢印の向きを回転して準備する（荷台室内） 全員

8 　　　〃 矢印板が点灯しない（夜間時） 電池交換の実施（1枚につき単１乾電池×3本）目視確認 全員

7 　　　〃 発電機が作動しない バッテリー、燃料、オイルの点検実施 全員

6 　　　〃 スペアタイヤが落下して事故がおきる 落下防止チェーンの設置確認 全員

5 車両、資機材の点検をする 車両の不具合 車両点検をする（回転灯の作動も含む） 全員

2 役割分担の確認をする 役割分担の不明確による事故やケガの発生 作業分担、配置、運転者の確認をする 全員

誰　が 対策後

4 　　　〃 電装機器（からまんでーW・しらすんだー）が正常に動かない 電装機器の交換、電池等を入れ替える 全員

3 各自の装備品の確認する 自発光チョッキの球切、ヘッドライトが暗い（夜間時） 配線、電池の確認、又は取り替える 全員

留 意 事 項
【 参 考 図 等 】（品質、トラブルも含む） 点検・確認

準備工 1 作業打合せ（危険予知活動）規制形態を確認する 現場、規制方法等について十分な知識を有していない 規制協議書（警察協議）の規制図を確認する

作 業 工 程 No 単位作業 と その主な手順

危険有害要因（予測される災害・事故） 危険要因

危 険 有 害 要 因 低 減 対 策

全員

必要資格等 運転免許（準中型） 作業人員

その他
備考

作成者 熊谷 矢印板専用リモコン（夜間時に使用） コードリール（1台） レッドホーンW（赤色棒）、ヘッドライト（夜間時） 消火器（車両に常備）

　（ﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄ）　　ロ ボ ア ロ ー　　作 業 手 順 書　

会社名 中日本ﾊｲｳｪｲ･ﾒﾝﾃﾅﾝｽ名古屋㈱ 主な設備、仕様機械 主な使用工具、器具 安全設備、保護具 使用材料

改訂日 高輝度LED矢印板（赤）（約15ｋｇ）×20枚 AVライト（1基） からまんでーW（黄旗）、しらすんだー受信機 発炎筒

作成日 令和7年5月12日 ロボアロー（乗車定員3名） ロボアロー専用太郎（1基） ﾍﾙﾒｯﾄ、手袋、安全靴、安全ﾁｮｯｷ、高視認性作業服 高輝度LED矢印板１枚につき（単1乾電池×3本）

規制状況


